
11
2019

令和元年
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話題
財政
学校
福祉
子育てゴール８：働きがいも経済成長も

公立病院
産業
消防・防犯
お知らせ・募集
おぐにのカレンダー

11
12
13
14
17

五
十
五
年
の
時
を
経
て

大
相
撲
阿
蘇
小
国
場
所
開
催
！

五
十
五
年
の
時
を
経
て

大
相
撲
阿
蘇
小
国
場
所
開
催
！
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一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
啓
発
、
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
9
月
26

日 （
木
） に
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ

ン
タ
ー
で
、｢

小
国
町
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

～
ウ
サ
ブ
ロ
ウ
の
ゆ
か
い
な
人
権
問
題
～

「
動
物
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
学
ぶ
人
権

問
題
」
と
題
し
、
落
語
家
の
林は
や
し
や家
卯う
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ

ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
林
家
卯
三
郎
さ
ん
は
、
酪
農
学
園

大
学
酪
農
学
部
獣
医
学
科
卒
業
後
、
岡
山
県

の
家
畜
保
健
衛
生
所
で
獣
医
師
と
し
て
4
年

間
勤
め
た
後
、
長
年
の
夢
が
捨
て
き
れ
ず
、

落
語
家
の
道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
2
部
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
1
部
の
講
演
で
は
、
酪
農
学
園
大
学
在

学
中
に
「
人
を
愛
す
」「
土
を
愛
す
」「
神
を

愛
す
」
と
い
う
学
部
の
三
大
精
神
の
も
と
、

獣
医
師
免
許
取
得
の
た
め
獣
医
学
を
学
ん
で

き
た
中
で
感
じ
た
こ
と
等
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
の
実
習
で
、
牛
の
解
剖
を
経
験
。

動
物
の
役
に
立
ち
た
く
て
入
学
し
た
の
に
、

命
の
灯
を
自
ら
の
手
で
消
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
る
一
方
で
、
動
物
の

未
来
に
繋
げ
て
く
れ
た
牛
の
尊
い
命
に
感
謝

の
気
持
ち
を
も
ち
、
命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
ゴ
リ
ラ
の
親
子
の
見
守
り
と
家

族 （
人
間
） の
見
守
り
の
方
法
や
愛
情
表
現

に
違
い
が
あ
っ
て
も
、
相
手
を
思
い
や
る
心

は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
3
年
間
の
落
語
の
弟
子
修
行
で
は
、

師
匠
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
や
、
調
理
を
す

る
師
匠
、
さ
ら
に
は
師
匠
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

奥
さ
ん
の
世
話
ま
で
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

「
あ
い
さ
つ
」「
顔
色
・
表
情
を
読
む
こ
と
」

「
気
を
読
む
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
で
あ
る

こ
と
も
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
落
語
で
は
、
前
半
に
笑
う
表
情

と
し
て
口
角
を
上
げ
る
と
相
手
に
気
持
ち
が

も
っ
と
伝
わ
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
後
半
は
、
落
語
の
演
目
『
竹
の
水
仙
』

を
披
露
さ
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
声
が

法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

教
育
功
労
者
叙
勲 （
瑞
宝
双
光

章
） を
受
章

　

今
年
9
月
末
に
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ

れ
た
大
字
宮
原
の
原は
ら
や
ま山
清き
よ
み美
さ
ん
に
、
法
務

大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
10
月
10
日 （
木
） に
役
場
会

議
室
で
、
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

の
山
本
支
局
長
か
ら
、
渡
邉
誠
次
町
長
臨
席

の
も
と
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

原
山
さ
ん
は
、
平
成
26
年
か
ら
2
期
6
年

間
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
歴
任
し
、
地

域
で
の
人
権
相
談
の
対
応
や
啓
発
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
元
小
国
中
学
校
長
の
元も
と
ぬ
し主

健け
ん
い
ち一
さ
ん
が
教
育
功
労
者
叙
勲 （
瑞
宝
双
光

章
） を
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
叙
勲
は
、
校
長
経
験
を
含
む
教
職
員

の
方
で
、
88
歳
に
な
ら
れ
た
と
き
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

元
主
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
教
職
員
と
し

て
旧
黒
川
小
学
校 （
南
小
国
町
） に
勤
務
さ

れ
、
阿
蘇
管
内
の
小
中
学
校
で
教
師
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
小
国
町
で
は
、
旧
下
城
小
学

校
、
旧
蓬
莱
小
学
校
、
旧
万
成
小
学
校
、
小

国
中
学
校
に
19
年
間
勤
務
さ
れ
、
平
成
４
年

３
月
に
小
国
中
学
校
の
校
長
と
し
て
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
場
内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
声
と
し
て
、「
命
の
大
切
さ
や

親
子
の
絆
な
ど
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
相

手
の
見
た
目
に
先
入
観
を
も
っ
て
決
め
つ
け

る
こ
と
の
危
う
さ
を
学
べ
た
」「
心
に
ゆ
と

り
を
も
っ
て
人
に
接
し
た
い
と
思
っ
た
」
な

ど
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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全
九
州
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

　

10
月
19
日 （
土
） ～
20
日 （
日
） に
全
九
州

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
佐
賀

県
唐
津
市
の
唐
津
市
文
化
体
育
館
他
２
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
国
小
学
校

の
選
手
が
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

５
位
以
上
の
成
績
を
収
め
た
選
手
は
、
12

月
21
日 （
土
） ～
25
日 （
水
） に
徳
島
県
鳴
門

市
の
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
る
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
へ
出
場
し
ま
す
。
ま
た
個
人
戦
と
あ
わ

せ
て
都
道
府
県
対
抗
の
団
体
戦
も
行
わ
れ
、

宮み
や
ざ
き﨑
直な
お
や也
君
、
安あ
だ
ち達
琉る

い偉
君
が
団
体
戦
の
熊

　

本
年
度
、
小
国
町
で
は
2
名
の
方
が
百
歳

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
9
日 （
水
） 長
年
に
わ
た
り
社
会
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
皆
さ
ん
を
渡
邉
町
長
が
訪
問
し
ま
し

た
。

　

お
２
人
に
は
、
小
国
町
か
ら
表
彰
状
な
ら

び
に
お
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品

の
銀
杯
が
伝
達
さ
れ
、
皆
さ
ん
は
入
所
施
設

等
で
家
族
や
職
員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
囲
ま

れ
て
、
無
事
に
百
歳
を
迎
え
た
慶
事
を
祝
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

祝
　
百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

北
きたざと

里　惠
え み こ

美子さん（大正 9年 2月 28 日生） 平
ひらかわ

川　テルさん（大正 9年 3月 24 日生）

本
県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
も
上
位
入
賞
目
指
し
て
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
小
国
か
ら
健
闘
を
祈
っ
て

い
ま
す
！

◎
結
果 （
敬
称
略
）

６
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
【
準
優
勝
】

　
　

宮
﨑　

直
也
（
小
国
小
６
年
生
）

　
　

安
達　

琉
偉
（
小
国
小
６
年
生
）　　

５
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
【
ベ
ス
ト
32
】

　
　

佐さ
と
う藤　

あ
か
り
（
小
国
小
５
年
生
）

４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
【
ベ
ス
ト
16
】

　
　

高た
か
む
ら村　

智
さ
と
し　
　
　
（
小
国
小
３
年
生
）

　
　

宇う
つ
の
み
や

都
宮　

生い
く
ま真    （
小
国
小
３
年
生
）
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今
年
も
福
島
へ

 「
ひ
ま
わ
り
の
種
」 を
送
る

　

今
年
で
６
年
目
と
な
る
福
島
へ
の
「
ひ
ま

わ
り
の
種
」
送
付
で
す
。
北き
た
ざ
と里
和か
ず
お男
さ
ん
は

復
興
支
援
と
し
て
、
福
島
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
、
小
国
町
で
育
て
、
種

を
回
収
、
乾
燥
さ
せ
、
食
用
ひ
ま
わ
り
油
を

精
製
す
る
「
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
、
毎
年
見
事
な

ひ
ま
わ
り
の
花
を
咲
か
せ
、
地
域
の
観
光
名

所
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り

今
年
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
最
高

と
な
る
90
㎏
の
種
を
福
島
に
送
り
ま
し
た
。

の
で
賑
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」

　
「
エ
フ
エ
ム
ス
タ
ッ
フ
で
雑
談
す
る
『
わ

い
わ
い
タ
イ
ム
』
は
色
々
な
テ
ー
マ
で
話
を

し
て
い
て
好
き
な
ん
で
す
が
、
賛
否
あ
り
そ

う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
に
は
気
を
付
け

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
」

　
「『
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
』に
つ
い
て
で
す
が
、

皆
で
話
す
の
は
い
い
け
ど
盛
り
上
が
っ
て
く

る
と
聞
き
取
り
づ
ら
い
の
で
、
聞
き
手
を
意

識
し
た
喋
り
を
」

　
「
新
コ
ー
ナ
ー
『
町
長
ラ
イ
ブ
』
は
行
政

の
話
も
あ
り
、
砕
け
た
話
も
あ
っ
て
楽
し
み

に
聞
い
て
い
ま
す
」

　
「『
町
長
ラ
イ
ブ
』
は
私
の
周
り
で
も
好
評

で
皆
に
も
聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
。
い
い
番
組

に
な
る
と
思
う
」

◎
テ
レ
ビ
に
関
し
て

　
「
運
動
会
の
放
送
で
は
以
前
の
番
組
審
議

会
で
発
言
が
あ
っ
た
『
保
護
者
の
顔
が
映
る

と
子
ど
も
の
顔
も
わ
か
る
』
と
い
う
意
見
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　
「
運
動
会
の
放
送
は
楽
し
み
に
し
て
い
た

し
構
成
も
良
か
っ
た
」

　

沢
山
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
番
組
作
り
の
参
考
に
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

話　　題

　

小
国
町
農
業
委
員
の
補
充
に
伴
い
、
９
月

議
会
で
同
意
を
得
て
、
10
月
１
日 （
火
） に

「
農
業
委
員
辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
時
期
、
農
業
委
員
は
1
名
欠
員
の
状

態
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
7
月
か

ら
1
ヶ
月
間
、
農
業
委
員
の
公
募
を
行
っ
た

結
果
、
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
農
業
委
員
を
1

名
補
充
し
、定
員
8
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

補
充
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
令
和
2
年
7
月

19
日 （
日
） ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
相
談
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
農
業

委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
又
は
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
新
規
の
農
業
委
員 （
敬
称
略
）

　
　

穴あ
な
い井　

英ひ
で
お雄

　

９
月
25
日 （
水
） 宇
野
英
典
番
組
審
議
委

員
長
ほ
か
委
員
3
名
と
エ
フ
エ
ム
小
国
河
津

和
明
社
長
ほ
か
3
名
が
出
席
し
、
第
95
回
エ

フ
エ
ム
小
国
番
組
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

番
組
審
議
委
員
か
ら
の
ご
意
見

◎
ラ
ジ
オ
に
関
し
て

　
「
秋
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
き
た

新
農
業
委
員
が
決
定

Ｆ

小
国 

番
組
審
議
会

Ｍ
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平成 30 年度国民健康保険・介護保険特別会計決算が、9月定例議会で認定されました。
先月号の一般会計決算に続き、国民健康保険・介護保険特別会計決算についてお知らせします。

平成30年度小国町国民健康保険特別会計決算

◎保険給付費等交付金（普通交付金）
平成 30 年度の国保制度改革より、
医療に係る給付費の全額分として
県より交付される交付金。
※出産育児一時金などは除く。

◎保険給付費等交付金（特別交付金）
市町村の取り組み （保険税収納率
や特定健診受診率等） 評価や市町
村の実状に応じて交付される交付
金。

◎繰入金 （法定内・法定外）
一般会計から特別会計へ繰入を
行っているもの。
法定内は地方交付税などで町に交
付されるが、法定外についてはす
べて町の負担となる。

◎保険給付費
医療機関で支払った自己負担金
（医療費の1～3割）を除いた（医
療費の7～9割）ものや、葬祭費、出
産育児一時金等。

◎事業費納付金
H30年度国保制度改革により、医
療費の全額が県より交付される代
わりに県に納めなければならない
納付金。

◎保健事業費
特定健診やがん検診費用、人間
ドックの助成費用等。

◎諸支出金
過年度交付金の精算による返還金
など。

主な歳入項目

主な歳出項目

国民健康保険税
2億42,189千円
21.9％

保険給付費等交付金
（普通交付金）
7億36,177千円
66.5％

歳入総額
11億6,656千円

保険給付費等交付金
（特別交付金）
20,173千円
1.8％ 繰入金

（法定内）
70,472千円
6.4％

繰入金
（法定外）
21,600千円
2.0％

繰越金
13,959千円
1.2％ 諸収入

2,086千円
0.2％

保険給付費
7億44,588千円
68.1％

事業費納付金
3億6,038千円
28.0％

保健事業費
15,074千円
1.4％

歳出総額
10億93,333千円

総務費
5,110千円
0.5％

諸支出金
22,523千円
2.0％
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平成 30年度小国町介護保険特別会計決算

国庫支出金
3億2,474千円
26.5％

県支出金
1億56,796千円
13.7％

繰入金
1億48,890千円
13.0％

繰越金
23,812千円
2.1％

歳入総額
11億42,970千円

支払基金交付金
2億86,821千円
25.１％

介護保険料
2億20,440千円
19.3％

諸収入
3,737千円
0.3％

地域支援事業
61,727千円
5.6％

歳出総額
11億1,400千円

保険給付費
10億3,105千円
91.1％

諸支出金
22,767千円
2.1％ 総務費

8,301千円
0.7％

公債費
55,00千円
0.5％

◎介護保険料
第 1号被保険者（65 歳以上の方）
の保険料。

◎国庫支出金・県支出金
国や県から事業を行うために交付
されるもの。

◎支払基金交付金
第 2号被保険者 （40 歳～ 64 歳の
方） の介護保険納付金について、
社会保険診療報酬支払基金から交
付されるもの。

◎繰入金
【一般会計繰入金】介護給付費繰
入金、事務費繰入金、地域支援
事業繰入金に分けられ、決められ
た割合により繰入れるもの。
【基金繰入金】小国町介護保険の
貯金を切り崩して繰入れるもの。

◎繰越金
前年度の余剰金

◎諸収入
延滞金や雑入、地域支援事業費
に伴う収入等

主な歳入項目

◎保険給付費
介護サービス費用から利用者負担
（※）を引いたもの。
※利用者負担は所得に応じて1～3
割負担

例） 通所介護要介護1（1割負担）の
方の場合
　通所介護サービス費用  6,480円
　利用者負担　　　　　     648円
　保険給付費　　　　      5,832円

主な歳出項目
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10
月
5
日 （
土
） に
葛
飾
区
奥
戸
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
エ
フ

ピ
コ
杯
全
日
本
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会

に
、
本
校
生
徒
10
名
、
卒
業
生
2
名
の
計
12

名
で
出
場
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
予
選 （
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
分
け
） が

1
試
合
、
本
戦
が
2
試
合
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
選
は
、開
会
式
の
5
分
後
と
い
う
こ
と
で
、

心
も
体
も
準
備
が
で
き
て
い
な
い
状
態
で
試

合
開
始
と
な
っ
て
し
ま
い
、
緊
張
も
重
な
っ

て
、
い
つ
も
通
り
の
動
き
が
で
き
ず
1
対
2

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
戦
で
は
、
本

校
は
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｂ
に
振
り
分
け
ら
れ
、

小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

9
月
27
日 （
金
）  1
、
2
年
生
を
対
象
に
し

た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
自
己

理
解
を
深
め
、
進
学
進
路
情
報
の
収
集
や
職

業
理
解
、
働
く
意
義
等
の
就
業
意
識
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
進
路
希
望
に
応
じ
て
外
部
の

方
か
ら
講
話
や
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

小
国
高
校
で
は
2
年
生
か
ら
就
職
希
望

コ
ー
ス
と
進
学
希
望
コ
ー
ス
を
選
び
、
3
年

生
で
進
路
決
定
を
行
う
た
め
、
今
回
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
貴

重
な
機
会
で
す
。

学　　校

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施

全
日
本
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
大
会

　

生
徒
た
ち
は
就
職
対
策
講
座
、
公
務
員
試

験
対
策
演
習
、
各
大
学
学
部
紹
介
、
専
門
学

校
か
ら
の
実
技
や
実
習
な
ど
を
受
講
し
、
熱

心
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分

の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
こ
れ

か
ら
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

3
年
生
は
2
学
期
か
ら
本
格
的
に
就
職
・

進
学
試
験
が
始
ま
り
、
具
体
的
な
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
面
接
練
習
、
小
論
文
練
習
、

模
擬
試
験
な
ど
取
り
組
む
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
希
望
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
自
分

の
夢
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
、
3
年
全
員

が
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

2
試
合
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
1
試
合

目
は
、
昨
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と

で
、
途
中
ま
で
は
接
戦
だ
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
優
勝
チ
ー
ム
は
強
く
、
段
々
と
点
差

が
開
き
、
最
終
的
に
は
3
対
10
で
試
合
を
終

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
会
に
出
場
す
れ

ば
優
勝
す
る
の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
選
手
達
は
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
ず
に
い

ま
し
た
が
、
2
試
合
目
に
は
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
戦
う
こ
と
が
で
き
、
8
対
8
で
試
合

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
的
に

は
、
２
敗
１
分
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒

達
に
は
よ
い
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
試
合
だ
け
で
は
な
く
、
試
合
会
場

に
行
く
ま
で
も
「
自
分
１
人
で
切
符
を
入
れ

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
自
動
改
札
を
通
る
」「
駅

の
ホ
ー
ム
で
順
番
を
待
っ
て
電
車
に
乗
り
込

み
、
奥
の
方
か
ら
つ
め
る
」「
電
車
に
乗
る

際
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
前
に
抱
え
る
」「
集
団

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
、
前
を
見
て
歩
く
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
経
験
で
き
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
自

信
に
繋
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
の
も
、
地
域
の
方
々
の
御
支
援
、

御
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



11月

19日 （火）
ー ー

13：30 ～ ゆ け む り の 館

20日 （水）
9：30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13：30 ～ 悠 ゆ う 館

21日 （木）
9：30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13：30 ～ 西里多目的集会所

22日 （金）
9：30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13：30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

26日 （火）
9：30 ～ 片 田 集 会 所

13：30 ～ 倉 原 公 民 館

27日 （水）
9：30 ～ 北 里 ３ 部 集 会 所

13：30 ～ 室 原 集 会 所

28日 （木）
9：30 ～ 黒 渕 公 民 館

13：30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

29日 （金）
9：30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13：30 ～ 西 村 公 民 館

12月

  3 日 （火）
ー ー

13：30 ～ ゆ け む り の 館

  4 日 （水）
9：30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13：30 ～ 悠 ゆ う 館

  5 日 （木）
9：30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13：30 ～ 西里多目的集会所

  6 日 （金）
9：30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13：30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

10日 （火）
9：30 ～ 片 田 集 会 所

13：30 ～ 倉 原 公 民 館

11日 （水）
9：30 ～ 北 里 ３ 部 集 会 所

13：30 ～ 室 原 集 会 所

12日 （木）
9：30 ～ 黒 渕 公 民 館

13：30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

13日 （金）
9：30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13：30 ～ 西 村 公 民 館
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地域包括支援センター　～こんな時ご相談下さい～

元気クラブカレンダー

問　地域包括支援センター　☎46ー 2116

　地域包括支援センターは、高齢者の暮らしを地域でサポートするための拠点です。高齢者のみな
さんの健康や福祉、医療、生活に関するさまざまな悩みについて、お気軽にご相談下さい。

  1 総合的に相談にのります。
　　「最近、介護が大変になった」「介護の事で、どこに相談していいかわからない」など、相談内
　容に応じて適切なサービスにつなげます。

  2 自立した生活を支援します。
　　「元気で生活しているので、できるだけ今の生活を維持したい」「最近、体力に自信がなくなっ
　てきた」「足の筋力が衰えてきた」など、足腰の衰え予防や認知症予防など、一人ひとりの心と体
　の状態に応じて、自立に向けた支援をしています。

  3 高齢者の権利を守る活動をしています。
　　高齢者に対する詐欺や悪徳商法などの消費者被害の相談・虐待の早期発見や防止、成年後見制
　度の手続きや支援を行っています。

問　小国町役場福祉課　地域包括支援センター　☎46－ 2116
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栄養士だより　〜血糖値を上げない食べ方〜

福　　祉

　食生活を中心とした健康づくりを地域の方々と一緒にすすめているボランティア団体「食生活改善推
進員」の養成講座受講生を募集します。男女・年齢問わず料理好きな方、自分や家族のために健康づ
くりについて学びたい方、ボランティア活動に興味がある方の参加をお待ちしています。

　　◎日　時　 R2/1/15 （水）、1/29 （水）、2/13 （木）、2/26 （水）、3/11 （水）、3/18 （水）
　　　　　　　 9：30 ～ 13：00
　　◎場　所　 隣保館、おぐに町民センター
　　◎内　容　 健康や食生活に関する講義及び調理実習
　　◎対　象　 健康と食生活に興味があり、受講後、推進員として活動できる方
　　　　　　　 ※原則 6日間の講義に全て参加できる方
　　◎受講料　 無料　※調理実習の際は材料費として1回 300 円
　　◎〆　切　 R1/12/20 （金）

問　小国町役場福祉課　☎ 46ー 2116　

「食生活改善推進員養成講座」受講生募集

　11月 14日 (木 )は世界糖尿病デーです。日本のみならず、世界各地で糖尿病に対する啓発など様々
な取組が行われています。
　血糖値は食後に高くなり、空腹時に低下するのが普通です。空腹時血糖値が正常であったとしても、
食後の血糖値のみが糖尿病患者さんと同程度に上昇することがあります。この状態が「食後高血糖」
です。食後高血糖の状態を放置しておくと、やがて空腹時血糖値も高くなり、糖尿病へと進展してし
まいます。

◎食後高血糖の予防方法は？
①ゆっくり噛んで食べましょう
　　食べすぎを防ぐ効果があり、インスリン（血糖値を下げる唯一のホルモン）
　の適切な分泌を促す　ホルモンが増えるという報告があります。

②１食を抜くことや、夜食は控えましょう
　　欠食すると次の食事で血糖値が上がりやすくなります。また、食べてすぐ寝てしまうと血糖値は
　なかなか下がらず、使われなかったエネルギーが脂肪として蓄えられ、肥満の原因にもなるので要
　注意です。

③食後に散歩などの軽い運動がおすすめ
　　血液中の糖が筋肉へ運ばれ、エネルギーとなって使われるので血糖値が下がります。食後の掃除
　や散歩などがおすすめです。

④食べる順番に気をつけましょう
　　いきなり糖質たっぷりの主食からでなく、野菜や海藻を先に食べる食べ方がおすすめ。多く含ま
　れる食物繊維の作用によって、後から食べる主食の糖質がゆっくりと吸収されます。

　これまでカロリーばかりを気にして食べていませんでしたか？同じものを食べるにしても、食べる
順番によって血糖値の動きは大きく変わるのです。
　この機会に、日頃の食べ方を見直してみませんか？
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　身近な漢字ですが、旅先の地
名や食べ物の名前・四字熟語な
ど解らない漢字と出くわすこと
があります。
　「この漢字はこう読むんだ！」
という発見が面白い一冊です。

子育て

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ
 パ  パラソルセンター

☎ 46-6656
☎ 46-5720

★ぽっけの日  カ  10：30～ 

11/19(火)　「いきなり団子作り」
小国町にお住まいの松本さん、
筑紫さんに教えていただきます。
　◎参加費100円
　◎事前予約となります。（電話予約可）

★すくすく広場  カ  10：30～

12/12(木)　「離乳食の進め方」

講師：栄養士の宇都宮さん

子どもさんの身体測定を行いますので、母子手

帳をご持参ください。

★なかよしくまさん  パ   10：00～ 11：50 

11/28(木)　

　「子どもの成長アルバム作り」

★こども食堂  パ   9：00～13：00

11/16(土)

★絵本読み聞かせ  カ   11：00〜

12/2(月)

小国町絵本読み聞かせボランティアグループ

「どんぐりころころの会」の皆さんによる読み

聞かせです。

★ブックスタート　13:30 ～

12/4(水)

　6〜7ヶ月児健診の子どもさんが対象です。

★その他

12/7(土)　カンガルーのぽっけ開館日

★お休み（休館日）

 カ  11/16（土）、11/17（日）、11/23（土）、
11/24（日）、12/1（日）、12/8（日）、12/14（土）、
12/15（日）

 パ  11/17（日）、11/23（土）、11/24（日）、
12/1（日）、12/7（土）、12/8（日）、12/15（日）

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

新

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀
行の建物に開館しています。館内には、阿弥陀杉で
できたモニュメントがあります。
　蔵書は約 15,000 冊で、読み聞かせができる絵本
のへや、20席の学習室があります。
　県立図書館からの定期配本や保育園・幼稚園など
で読み聞かせも行っています。

今月のおすすめの一冊 ！
「ちょっと自慢したくなる！
　難読漢字の豆知識」造事務所編

「下がらないカラダ」 小野咲
「100歳まで若く美しく！きくち体操」 菊池和子
「サバイバル・ウエディング2」 大橋弘祐
「女子のうつ」 西村留美
「歌舞伎町ダムド」 誉田哲也
「ヒキタさん！ご懐妊ですよ」 ヒキタクニオ
「しょうがっこうがだいすき」 うい

※新着本情報は、小国町の Facebookでも随時お知らせしています。

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ

宮﨑　愛
まなか

椛ちゃん 10月 1日 和幸さん・あすかさん

金古　一
いちう

宇ちゃん 10月 6日 健太郎さん・由依さん

穴井　統
とうま

真ちゃん 10月６日 宏明さん・遼子さん

着 本 ご 案 内

※都合により変更となる場合がありますので、電話等でご確認ください。
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小
国
公
立
病
院
に
は
「
ご
意
見
箱
」
が
設

置
し
て
あ
り
、
そ
の
中
に
、
定
期
的
に
入
っ

て
く
る
ご
意
見
が
「
外
来
の
待
ち
時
間
が
長

い
」「
予
約
時
間
通
り
に
診
察
に
入
れ
な
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

日
本
中
の
病
院
で
待
ち
時
間
問
題
を
改
善

し
よ
う
と
色
々
な
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
若
干
の
改
善
は
で
き
ま
す
が
、

解
決
の
た
め
の
有
効
な
手
立
て
は
な
か
な
か

見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
言
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
予
定
外
の
緊
急
事
態
に
対
応

す
る
事
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
医
療
の
性
質

と
、
医
療
需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
外

来
待
ち
時
間
の
解
消
は
、
と
て
も
難
し
い
問

題
な
の
で
す
。

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

公立病院

　

医
師
の
数
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

都
会
で
も
こ
の
様
な
状
況
で
す
。
ま
し
て

や
、
人
口
に
対
す
る
医
師
数
が
全
国
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
少
な
い
小
国
郷
で
は
、
こ
の
状

況
は
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
阿
蘇

医
療
圏
域
の
人
口
に
対
す
る
医
師
数
は
全
国

３
３
５
圏
域
中
３
２
１
位
と
下
か
ら
15
番
目

で
す
。
さ
ら
に
阿
蘇
圏
域
の
中
で
も
小
国
郷

は
医
師
数
の
少
な
い
地
域
な
の
で
、
医
師
１

人
あ
た
り
の
担
当
患
者
数
が
と
て
も
多
く
、

外
来
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
も

お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、
予
約
制
を
取
り
入
れ
て
か
ら

は
、
受
付
か
ら
会
計
ま
で
の
平
均
時
間
は
１

時
間
程
度
で
あ
り
、
同
規
模
の
病
院
の
中
で

は
、
待
ち
時
間
が
少
な
い
方
か
と
考
え
ま

す
。
一
方
で
、
予
約
制
に
す
る
と
、
待
ち
時

間
は
少
な
く
な
る
の
で
す
が
、
待
た
さ
れ
て

い
る
感
覚
が
顕
著
に
な
り
患
者
不
満
は
増
す

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
様
で
す
。
あ
る
統
計

に
よ
る
と
、
30
分
～
1
時
間
の
待
ち
時
間
で

も
「
不
満
」
に
感
じ
る
人
が
3
分
の
１
程
度
、

1
時
間
以
上
待
つ
と
「
不
満
」
に
感
じ
る
人

が
50
％
を
越
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
待
合
室

で
過
ご
す
時
間
を
快
適
に
し
、
待
ち
時
間
を

不
満
に
感
じ
な
い
為
の
病
院
側
の
工
夫
も
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

予
約
時
間
に
対
す
る
病
院
側
と
利
用
者
側

認
識
の
違
い
が
あ
る
こ
と
も
不
満
を
生
む
原

因
と
な
り
ま
す
。
病
院
と
し
て
は
、「
予
約

時
間
」
は
「
病
院
の
受
付
を
し
て
も
ら
う
時

外
来
待
ち
時
間
に
つ
い
て

間
」
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん

は「
診
察
室
に
入
っ
て
診
て
も
ら
え
る
時
間
」

と
考
え
て
い
る
事
が
多
い
様
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
努
力
も
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
の
医
師
で
外
来
と
２
つ
の
病
棟
を

運
営
し
て
い
る
当
院
で
は
、
外
来
中
で
も
病

棟
や
救
急
患
者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

時
間
の
不
確
定
要
素
が
と
て
も
多
い
の
で
、

時
間
通
り
に
外
来
診
療
を
行
え
な
い
事
態
が

し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
る
程
度
の
待
ち
時
間
に
関
し
て
は
、
ご

理
解
頂
け
ま
す
と
と
も
に
、
何
か
良
い
ご
提

案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ
フ

に
お
伝
え
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
の
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
血
液
は
、
未
だ
人
工
的
に
造
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
更
に
血
液
は
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
輸
血
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
日
時　

　
　

11
月
29
日 （
金
）

　
　
　

10
時
00
分
～
11
時
30
分

　
　
　

12
時
45
分
～
16
時
00
分

◎
場
所

　
　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階

※
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
た
め
、
今

年
度
４
０
０
ml
献
血
２
回
目
、
３
回
目
の
方

に
は
、
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

問　

小
国
町
役
場
住
民
課　

☎
46
ー
２
１
１
５

献
血
の
お
知
ら
せ
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木
材
価
格
の
状
況

　

連
続
す
る
台
風
や
大
雨
の
影
響
を

受
け
出
荷
量
は
減
少
し
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
れ
に
反
比
例
し
て
木
材
の
価
格

は
上
が
っ
て
お
り
平
均
単
価
が
１
０
，

０
０
０
円
台
後
半
を
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
し
ば
ら
く
は
こ
の
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

現
在
も
大
型
工
場
へ
の
特
約
販
売
を

継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
価

格
の
安
定
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
致
し
ま
す
の
で
、
木
材

出
荷
も
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
間
伐
・
伐
採
を
し
た
い
と
希
望

の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
森
林
組
合

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 10月 1日 10月 15日
販　売　数　量 924㎥ 1,032㎥
販　売　金　額 9,896千円 11,154千円
総　　平　　均 10,721円 10,805円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10 ～ 13 9,800 9,800 9,890 9,890
14 13,650 13,990 13,870 14,600

16 ～ 18 14,560 15,810 14,410 15,810
20 ～ 22 14,260 14,900 13,950 14,770
24 ～ 28 14,580 15,710 14,460 15,690
30cm上 14,360 17,800 10,570 14,290

3m

 10 ～ 13 10,290 10,290 7,200 7,200
14 14,000 14,000 13,450 14,000

16 ～ 18 13,630 14,000 13,220 14,000
20 ～ 22 13,400 14,000 13,800 14,000
24 ～ 28 14,500 14,710 14,780 15,500
30cm上 14,100 14,100 14,900 14,900

2m 16cm上 ― ― ― ―

6m
14 ～ 18 18,330 19,000 18,000 19,000
20 ～ 28 17,700 19,000 16,600 19,000
30cm上 17,750 17,890 15,250 16,690

桧
4m

10 ～ 16 ― ― ― ―
18cm上 ― ― ― ―

6m 30cm上 ― ― ― ―

北
九
州
市
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
開
催
！

　

11
月
23
日 （
土
） と
24
日 （
日
） に
北
九
州
市

役
所
周
辺
・
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
に
て

エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
「
山
ノ
さ
む
ら
い
た

ち
に
よ
る
山
の
談
義
」
も
あ
り
、
当
森
林
組

合
か
ら
現
業
職
員
が
2
名
登
壇
し
ト
ー
ク
を

行
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

　

北
九
州
と
い
う
遠
方
で
は
あ
り
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
の
休
日
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
に
出

か
け
て
み
る
の
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　

山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
ほ
か
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥

し
、
森
林
内
の
落
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た
き
火

が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と
消
火
は
容
易

で
は
な
く
、
ま
た
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育

て
た
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十

分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◇
山
火
事
に
ご
用
心
！
◇

※より詳細な市況は、小国町森林組合（☎46ｰ2411）まで

　

今
回
で
25
回
目
と
な
り
ま
し
た
小
国
郷
優

良
材
市
が
小
国
町
森
林
組
合
若
宮
共
販
所
に

て
11
月
5
日 （
火
） に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
号
に
て
詳
細
は
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
25
回
小
国
郷
優
良
材
市
開
催
！
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

297

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先
46-2110

235

　

こ
れ
か
ら
先
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

り
、
暖
房
機
器
が
恋
し
く
な
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
月
9
日 （
土
） か
ら
11

月
15
日 （
金
） の
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注

意
下
さ
い
！

◇
秋
の
火
災
予
防
運
動
◇

　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

他
署
所
へ
異
動
す
る
職
員

　

中
部
消
防
署
へ

　
　

北
里　

翔
太
郎
（
小
国
町
）

　
　

秋
吉　

宏
紀　

  （
小
国
町
）

異
動
し
て
き
た
職
員

　

消
防
１
課

　
　

下
村　

純
平　
（
阿
蘇
市
）

　
　

原
部　

海
聖　
（
小
国
町
）
※

　

消
防
２
課

　
　

志
賀　

主
麻　
（
産
山
村
）

　
　

江
藤　

功
裕　
（
阿
蘇
市
）
※

　

消
防
３
課

　
　

服
部　

祝
明　
（
大
津
町
）
※

　

4
月
1
日
よ
り
8
名
の
新
職
員
が
入

庁
し
、半
年
間
の
厳
し
い
訓
練
を
終
え
、

10
月
1
日
付
け
で
北
部
分
署
に
3
名
の

新
職
員 （
※
） が
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
体
制
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
定
期
異
動
◇

◇
熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例

　
改
正
・
施
行
◇

◇
児
童
虐
待
の
防
止
！
◇

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者 （
児
童
を

現
に
監
護
す
る
者
） が
児
童 （
18
歳
未

満
の
者
） に
対
し
て
虐
待
を
加
え
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
父
母
の
み
で
な
く
、
内

縁
関
係
者
な
ど
現
に
児
童
の
養
育
に
当

た
っ
て
い
る
者
を
含
み
ま
す
。

　
◎
身
体
的
虐
待

　
◎
性
的
虐
待

　
◎
ネ
グ
レ
ク
ト （
怠
慢
又
は
拒
否
）

　
◎
心
理
的
虐
待

　

児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…
た
め

ら
わ
ず
に
電
話
等
に
よ
る
通
告
を
！

【
通
告
】

　

児
童
虐
待
事
案
は
、
児
童
相
談
所
へ

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
８
９｣

※
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
通
報
】

　

緊
急
の
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
１
１
０
番
へ

　

近
年
、
少
年
が
自
分
の
裸
体
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
さ
せ
ら
れ

て
、
そ
の
画
像
を
メ
ー
ル
等
で
送
ら
さ

れ
る
被
害 （
通
称｢

自
画
撮
り
被
害｣

）

が
増
加
し
て
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
児
童
ポ
ル
ノ
等
画
像
の
要
求
行
為
の

禁
止
に
関
す
る
改
正
内
容

　

少
年
自
身
の
児
童
ポ
ル
ノ
等
画
像
を

提
供
す
る
よ
う
当
該
少
年
に
求
め
る
行

為
で
、
次
に
掲
げ
る
状
況
、
態
様
で
行

わ
れ
る
も
の
を
禁
止
し
ま
す
。

・
少
年
に
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

求
め
る

・
少
年
を
威
迫
し
、
欺
き
、
又
は
困
惑

さ
せ
る
方
法
に
よ
り
求
め
る

・
少
年
に
対
し
対
償 （
金
品
等
） を
供
与

し
、
又
は
そ
の
供
与
の
約
束
を
す
る
方

法
に
よ
り
求
め
る

【
罰
則
】

　
30
万
円
以
下
の
罰
金
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　阿蘇保健所では、「世界エイズデー」に合わせ、無料・
匿名でのHIV検査を拡充して実施します。
　エイズは、HIV というウイルスに感染して起こる病
気です。最近は、治療法の進歩により、HIV に感染し
ても早期に発見し治療を始めることでエイズ発病を予
防することができます。
　自分自身を守るため、そして大切な人への感染を拡
げないためにも、この機会に検査を受けましょう。

　【拡充する検査日時】
　　12月２日 （月） 　9：00～ 16：00
　　12月３日 （火） 　9：00～ 16：00
　　12月４日 （水） 　9：00～ 12：00
　【通常の検査日時】
　　毎週水曜日　　　13：00～ 16：00
　　毎月第1木曜日　17：00～ 19：00

※検査は無料・匿名ですが、予約が必要です。
※感染の機会があった日から、3ヶ月以上経過した後
に検査を受けてください。
※検査結果は採血後、約1時間でお知らせ可能です。

【お問い合わせ・予約先】
　阿蘇市一の宮町宮地2402 （阿蘇総合庁舎１階）
　熊本県阿蘇保健所　保健予防課
　☎24ー 9036

　狂犬病予防の集合注射 （秋季） を下記のとおり実施し
ます。犬の所有者は、狂犬病予防法第５条に基づき、
飼い犬について毎年１回の狂犬病予防接種が義務付け
られていますので、必ず受けさせてください。

　◎日時　11月 12日 （火）・11月 13日 （水）
　◎実施場所及び受付時間　下記のとおり

　高齢者向け生涯学習講座として、宿
しゅうとく

徳大学講演会を
開催します。宿徳  とは、「年功を積んだ徳の高い人」ま
たは「落ち着いて貫禄のあるさま」などの意味があり
ます。まさに、高齢者の皆様方そのものであり、様々
な知識を蓄えさらにこれからの人生の生きがいとして
頂くために計画しました。たくさんのご参加をお待ち
しております。

　◎日時　11月 24日 （日）14：00～ 15:30 （予定）
　◎場所　おぐに町民センター
　◎講師　小国公立病院　片岡　恵一郎　先生
　◎申込み　不要 （お気軽にご参加ください。）
　　※詳細は、文字放送をご確認ください。

問　小国町教育委員会事務局　☎46ー 3317　

　第 25回小国町人権啓発フェスティバルを開催しま
す。おぐにっ子人権劇場『かたりつぐ』をテーマに児
童生徒たちが中心となって日頃の人権学習の取組みな
どを発表します。
　この機会に、命の尊さや人の温かさ、身近な人権に
ついて考えてみませんか。皆さまお誘い合わせのうえ、
ご来場ください。

　◎日時　 12月 14日 （土）　 8：00～ （開場）　
　◎場所 　JA阿蘇小国郷情報企画センター
　　　　
※当日会場にて、特設人権相談所を開設しております。
※駐車場には限りがありますので、お乗り合わせにて
お願い致します。

問　小国町隣保館　☎46ー 5720　

令和元年度　秋季狂犬病予防集合注射12月1日は「世界エイズデー」

期日 実施場所 受付時間

11/12

上田多目的集会所 13：15～ 13：40
旧万成小グラウンド 14：00～ 14：15
西里多目的集会所 14：35～ 14：50
北里農業倉庫前駐車場 15：10～ 15：25
旧大根洗い場 15：40～ 16：00

11/13
旧下城小プール横駐車場 13：30～ 13：45
下城大イチョウ駐車場 14：00～ 14：15
坂本善三美術館駐車場 14：35～ 14：55
隣保館駐車場 15：10～ 15：40

　狂犬病予防法により、犬の所有者は、犬を取得した
日 （生後 90日以内の犬を取得した場合は、生後 90日
を経過した日） から 30日以内に犬の登録が必要となり
ます。

問　小国町役場住民課　☎46ー 2115　

第25回小国町人権啓発フェスティバル

宿徳大学講演会
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寄 附 の お 礼
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○○○○○○お知らせ・募集

　熊本県最低賃金が改定されました。
　時間額790円 （令和元年10月 1日から）
　この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に適
用されます。
　詳しいお問い合わせは、熊本労働局労働基準部賃金
室 （096ー 355ー 3202） 又は最寄りの労働基準監督署に
お尋ねください。

　この度、次の方々からご寄附いただきましたので、
お礼とともにお知らせ致します。
○香典返しとして　
　　黒渕小竹　　　　河津　湧太郎　様
　　　　　　　　　　故人　ケサヨ　様
　　
　　下城秋原　　　　髙村　京子　様
　　　　　　　　　　故人　民夫　様
　皆様からいただきました寄附金は、小国町の社会
福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

　宮原にお住まいの時
ときまつ

松優
ゆう こ

子様から、福祉や教育
の充実向上のために、ご寄附をいただきました。
　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご
意向に応えられるよう有意義に活用させていただ
きます。

　放送大学は、2020年 4月入学生を募集しています。
　10代から 90代の幅広い世代、約 9万人の学生が、
大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目
的で学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、
約 300の幅広い授業科目があり、1科目から学ぶこと
ができます。卒業すれば学士を取得できます。
　資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学
熊本学習センター （☎ 096 ー 341 ー 0860） までご請求
下さい。
　出願期間は、第1回が令和 2年 2月 29日 （土） まで、
第2回が令和２年3月 17日 （火） までです。

　最低賃金の引き上げに対応した賃金の引き上げに取
り組む中小企業の支援として、経営面と労働面の相談
をワンストップで対応できる無料相談窓口を設置し、
専門家の事業場への派遣も行っています。

【お問い合わせ先】
熊本市中央区細工町1丁目 51　スコーレビル2階ー E
　熊本働き方改革推進支援センター
　☎0120ー 946ー 834

　事業場内最低賃金を30円以上引上げ、生産性向上の
ための設備投資などを行った場合、その設備投資など
の費用の一部を助成します。
　生産性要件を満たした場合や賃金を引き上げる労
働者数により助成率や助成額も異なりますので、詳
しくは、熊本労働局雇用環境・均等室 （096 ー 352 ー
3865） までお問い合わせ下さい。

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

放送大学入学生募集

中小企業の最低賃金引上げ支援業務改善助成金

最低賃金ワンストップ無料相談のご案内

税 告 知 板
　今月の町税についてお知らせします。
　　◎固定資産税（第3期分）
　　◎納期限及び口座振替日：11月25日（月）
　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付を
お願いします。

問小国町役場 税務課　☎46ー2130　

　隣保館では、交流や学習を通して人権を考える「地
域交流促進事業ふれあい教室」の受講生を募集します。
　ご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。

◆パソコン教室　ICT初心者コース
　◎期日　令和2年 1月 8日 （水） ～ 1月 24日 （金） 
　　　　　（水・金曜日 の全 6回）
　◎時間　9：30～ 11：30
　◎内容　SNSの体験や画像処理など
　◎場所　小国町隣保館　会議室
　◎対象　小国町在住の大人の人
　◎定員　10人
　◎参加費　500円
　◎申込期間　12月 2日 （月） ～ 20日 （金） 17：00まで

問　小国町隣保館　☎46ー 5720　

「ふれあい教室」受講生募集
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お知らせ・募集

『くま活サポート』登録者募集中！ 熊本県外国人サポートセンター開設！

　くまもとハートウィーク実行委員会では、視覚障が
いがありながらもお笑い芸人として全国で活躍する濱
田祐太郎さんによる、ネタとトークショーを開催しま
す。観覧料は無料ですが、事前申し込みが必要です。
詳しくは県ホームページをご覧ください。

　◎日時　12月 14日 （土）　13：00～ 
　◎会場　県庁　地下大会議室

問　くまもとハートウィーク実行委員会　
（県障がい者支援課内）　　　　　　　
☎096－ 333－ 2235　　　　　　　

　生物多様性に関する学習を通して、自然環境の保全
について考える講座です。募集案内や申し込み書は、
県ホームページからダウンロードできます。

　◎開催日
　　①11月    9 日 （土）13：30～ 16：30
　　② 12月      14 日 （土）13：30～ 16：40
　◎会場
　　①荒尾干潟水鳥・湿地センター
　　②熊本県立大学 
　◎募集締切
　　①10月 18日 （金）　　②11月 29日 （金）
　　※複数選択可。

問　県自然保護課　☎096ー 333ー 2274　

　県では、外国人の方が熊本で安心して生活できるよ
う、多言語による生活相談を行っています。お困りの
際は、お気軽にご相談ください！

　◎場所　県庁本館7階 （国際課内）
　◎相談時間
　　　月曜日から金曜日　8：30～ 17：15
　　　※祝日、12月 29日～ 1月 3日を除く

問　熊本県外国人サポートセンター　
☎080－ 4275－ 4489　　　　　

　詳しくは熊本県ホームページをご覧ください

　子どもたちが夏休みの自由研究やクラスで取り組ん
だ約 5万点の科学研究物の中から選出された約 120点
が展示！展示期間中の土日は、体験型イベントも併せ
て開催します。
　
　◎期日　11月 1日 （金） ～ 12日 （火）
　　　　　9：00～ 17：00
　　　　　※３日 （日・祝） は休館
　◎会場　熊本市環境総合センター　
　　　　　熊本市東区画図町所島404－ 1
　◎入場料　無料
　　　
　詳しくは　　熊本県　科学展　　検索

問　県立教育センター　☎0968－ 44－ 6613　

くまもとハートウィークフォーラム観覧者募集

「生物多様性くまもとセミナー」受講者募集！

　県と県内企業などが協力し、県内に就職する若者の
奨学金返還やＵターン費用などを支援します。
　現在、2020 年度・2021 年度に就職する方の登録を
受け付けています。支援を受けるためには、就職内定
前にあらかじめ制度に登録（無料）することが必要です。

　◎支援内容
　　　奨学金返還支援額　　最大456万円
　　　赴任費用等支援額　　最大    50 万円

問　県企画課　☎096－ 333－ 2018　 第79回科学展開催のお知らせ

　11月 11日 （月） から 17日 （日） は「税を考える週間」
です。国民生活に深い関わりを持っている税について、
その必要性や役割を分かりやすく説明することによ
り、税に対する理解をより深めていただくために「税
を考える週間」を設けています。
　今年のテーマは、「くらしを支える税」です。
　国税庁ホームページ （http://www.nta.go.jp） 内に特設
ページを設けますので是非ご覧ください。

問　阿蘇税務署　☎0967ー 22ー 0551　
※自動音声案内「2」　　　　　　   　

ご存じですか？「税を考える週間」



日 月 火 水 木 金 土
11/16

17 18 19 20 21 22 23
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡坂梨ハート
クリニック
☎24ー 6262

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46－ 2115

1歳 6ヶ月児健診
受付13：15～ 13：30
おぐに町民センター
☎46－ 2116

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42－ 1112

勤労感謝の日

㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡たくもと小児科
☎34ー 2202

24 25 26 27 28 29 30
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡栗林内科医院
☎24ー 1024

無料法律相談
10：00～ 15：00
おぐに町民センター
☎46－ 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46－ 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42－ 1112

12/1 2 3 4 5 6 7
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡眼科小嶋医院
☎34ー 0008

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46－ 2115

3〜 4ヶ月児健診
6〜 7ヶ月児健診
受付13：15～ 13：30
おぐに町民センター
☎46－ 2116

行政相談
10：00～ 12：00
おぐに町民センター
☎46－ 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42－ 1112

年金相談【予約制】
10：00～ 15：00
おぐに町民センター
☎096ー 367ー 2503

大相撲阿蘇小国場所
8：00～ 15：00
小国ドーム
☎46ー 4440

8 9 10 11 12 13 14
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡家入整形外科
☎32ー 0048

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46－ 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42－ 1112

15
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡大阿蘇病院
☎22ー 2111

11月

17日（日）

伊 藤 鉄 工 所 ☎46－ 2343

宮 崎 ポ ン プ ☎46－ 2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎46－ 2240

23日（土）祝日

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46－ 2819

キ タ ザ ト 商 店 ☎46－ 6148

（ 有 ） 産 興 ☎46－ 2507

24日（日）

穴 井 住 設（ 有 ）☎46－ 2331

宮 崎 水 道 ☎46－ 5048

北里電業水道設備（有）☎42－ 1009

12月

1日 （日）

大 塚 水 工 ☎46－ 2163

志 屋 水 道 ☎46－ 4625

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎46－ 2986

8日 （日）

（ 株 ） 小 国 資 源 開 発 ☎46－ 4078

瀬 尾 設 備 ☎46－ 3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎46－ 2343

15日（日）

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46－ 2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎46－ 2240

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46－ 2819

水 道 当 番 店

17 OGUNI 2019.11

カレンダー

㊡＝休日在宅医
※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更されることがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお知らせします。

おぐにのカレンダー　11/16 〜 12/15
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町のうごき
令和元年10月1日現在（前月比）

総人口　7,065人　（–   7）

男　性　3,402人　（–   1）

女　性　3,663人　（–    6）

世帯数　3,110戸　（+   1）

　 大相撲阿蘇小国場所開催迫る！
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